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東
日
本
大
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災
後
の
我
が
国
の
多
軸
連
携
型
国
土
形
成
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者
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東
日
本
大
震
災
後
の
我
が
国
の
多
軸
連
携
型
国
土
形
成
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
に
お
い
て
、
人
命
の
救
助
や
ま
た
そ
の
た
め
の
食
料
・
燃
料
な
ど
の
緊
急
物
資
輸
送
路
線
と
し

て
、
東
北
地
方
に
お
け
る
日
本
海
側
ル
ー
ト
及
び
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
横
軸
の
重
要
性
が
、
改
め
て
浮
き
彫
り
に
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
東
北
地
方
に
お
い
て
も
多
軸
連
携
型
国
土
形
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
今
後
一
層
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
、
我
が
国
の
今
後
の
多
軸
連
携
型
国
土
形
成
を
、
国
は
ど
の
よ
う
に
認
識
を
持
ち
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
東
北
地
方
に
お
け
る
日
本
海
側
ル
ー
ト
の
重
要
性
と
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
横
軸
の
重
要
性
を

踏
ま
え
多
軸
連
携
型
国
土
形
成
を
、
国
は
ど
の
よ
う
に
考
え
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

東
北
地
方
に
お
け
る
多
軸
連
携
型
国
土
形
成
の
考
え
に
基
づ
き
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
横
軸
の
重
要
性
の
一
つ

の
例
と
し
て
、
国
道
一
〇
四
号
青
森
県
田
子
町
夏
坂
と
国
道
一
〇
三
号
秋
田
県
鹿
角
市
大
湯
の
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
の
整
備
も

地
域
住
民
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
青
森
県
の
県
南
地
方
と
津
軽
地
方
は
も
と
よ
り
、
県
境
を
越
え

一



て
秋
田
県
県
北
と
の
生
活
圏
・
経
済
圏
の
交
流
促
進
に
寄
与
し
、
そ
し
て
災
害
時
に
お
け
る
重
要
な
ル
ー
ト
と
成
り
得
る
こ

と
か
ら
、
昭
和
三
年
、
県
境
を
越
え
て
当
時
の
自
治
体
関
係
者
が
衆
議
院
議
長
に
陳
情
を
提
出
し
て
お
り
、
八
十
年
以
上
前

か
ら
先
達
が
重
要
視
し
期
待
を
寄
せ
て
き
た
ル
ー
ト
で
も
あ
る
。

こ
の
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
、
国
は
ど
の
よ
う
に
認
識
を
も
ち
、
今
後
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
く

の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

三
に
関
連
し
、
国
道
一
〇
四
号
及
び
国
道
一
〇
三
号
と
い
う
国
の
直
轄
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
青
森
県
や
秋
田
県
と

国
と
の
連
携
が
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。
今
後
国
は
、
青
森
県
や
秋
田
県
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
ル
ー

ト
の
整
備
に
取
り
組
む
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


